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 技術仕様 

 

  ● 視野角： 9x12 cm to 3x4 cm (zoom 3:1) 

● 画像定義： 1392 x 1040 pixels and 12 bits 

● バンド幅： 1 – 100 MHz 

  空間分解能： 視野角/1390 or 50 μm（大きい方） 

● 時間分解能： 150 ns 

  ダイナミックレンジ： 30 – 60 dB 

● パワー測定精度： ±2% （ 5 mW と 100 mW の間 ） 

● タンク寸法： 33 cm(H) x 28 cm (W ) x 32 cm (L) 

 

 

  ● 視野角： 12.5 mm –１６．７mm（４８０x 640 pixels）  

  ● 画像定義： 640 x 480 pixels , RS-170 

  ● バンド幅： 1 – 100 MHz 

  ● 空間分解能： 12μm 

  ● 時間分解能(パルス)： 10 ns 

 ダイナミックレンジ： up to 52 dB 

  ● パワー測定精度： ±2% （ 5 mW と 100 mW の間 ） 

 ● タンク寸法： 18 cm(H) x 11 cm (W ) x 16 cm (L) 

 
 
 
 
 

 
 

 

 




